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1 組織の概要

【事業所名】有限会社伊東組

【代表者氏名】代表取締役　塩見清守

【所在地】

本社 高知県吾川郡いの町上八川甲3119番地1　

倉庫 高知県吾川郡いの町上八川甲2958番地1　

資材置場高知県吾川郡いの町上八川上分下カゲ5845番

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 代表取締役 塩見清守

連絡先担当者 大原正亀

連絡先ＴＥＬ：088-867-2458

ＦＡＸ：088-867-2100

Ｅ－ｍａｉｌ：itougumi@air.ocn.ne.jp

【事業活動の内容】

建設業（主に防災対策等の土木工事を行っています。）

建設業許可

　許可番号高知県知事許可（特－３０）第５９７８号

　許可年月日

 建設業の種類

土木工事業 とび・土工工事業  石工事業 鋼構造物工事業

舗装工事業 しゅんせつ工事業  塗装工事業 水道施設工事業

解体工事業

【事業規模】

設立年月日

資本金金２０００万円

令和2年度 令和3年度 令和4年度

完成工事額　　（百万円） 154 127 278

従業員数　　　　　　（名） 19 18 21

事業所床面積　　　　（ｍ2）120 377.45 377.45

倉庫床面積　　　　　（ｍ2）1,146 1,146 1,146

1,801 1,801 1,801

従業員数は、6月30日現在

会計年度　　7月　　～　6月
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平成30年9月14日

昭和61年12月16日

資材置場面積　　　　（ｍ2）



2 対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

有限会社 伊東組　　全社

本社 高知県吾川郡いの町上八川甲3119番地１　 （常駐者：　21 　名）

倉庫 高知県吾川郡いの町上八川甲2958番地１　 （常駐者：　0　　名）

資材置場 高知県吾川郡いの町上八川上分下カゲ5845番 （常駐者：　0　　名）

　対象事業　： 土木工事業 とび・土工工事業 　石工事業 舗装工事業

水道施設工事業

対象事業：建設業（主に災害復旧工事・道路改良工事・河川工事等の土木工事）

【レポートの対象期間】

2022年7月～2023年6月

【環境経営レポートの発行日】

2023年7月31日

【作成責任者】

環境管理責任者　 塩見清守
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３．環境経営方針
【環境経営理念】

【基本方針】

１．建設工事において、環境負荷の少ない工事（設計、施工）を行います。

２．トラック・重機・車輌の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

３．事務所・現場における電力使用量の削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

４．建設工事及び事務所における廃棄物発生量の削減、再利用及びリサイクルを行います。

５．事務所における水使用量の削減により排水量を削減します。

６．環境関連法規及び条例等を遵守します。

７．環境経営方針は全従業員に周知するとともに、環境経営レポート等環境情報については広く

    外部公表いたします。

平成23年1月5日　制定平成23年1月5日　制定

平成29年7月1日　改定平成29年7月1日　改定

令和2年7月1日　 改定令和2年7月1日　 改定

令和3年7月1日　 改定令和3年7月1日　 改定

高知県吾川郡いの町上八川甲3119番地1

　　有限会社　伊東組

　　代表取締役  

　緑豊かな自然のなかで育まれた人情味あふれる地域の皆さまの信頼を基盤に、本業である土木工事を通じ

て、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みながら、継続的改善による

環境経営を行っていきます。
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4 環境経営目標 （2022年度）

（１）単年度目標

基準年 2022年度

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 ２０１９年度 目標

2019.7-2020.6 2022.7-2023.6

売上高 百万円 177 160

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 8,400

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 52.50

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 23,500

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 146.88

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 0

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 0.00

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 0

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.00

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,500

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 40.63

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 83,550

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 528.13

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 78 42

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.44

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 500

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 3.13

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 700.0

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 4.38

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 99.14 98

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(10件/10件） 100

環境美化活動 総量 （件） 15 15

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（2019年度以降実績）

　　令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．環境負荷の少ない工事

       〇支障木の再利用

　　　 〇木造現場事務所の設置

　　　 〇低騒音・排気対策型重機の使用

       〇型枠・工事看板への間伐材の使用

       〇汚濁水を排出しない様努める

　　　環境負荷の少ない工事＝環境負荷の少ない工事件数（件）÷該当する総工事件数（件）

　　　該当する工事の基準は、請負額300万円以上の工事
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（２）中長期目標

項目 総量・原単位 単位 ２０１９年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績（基準年） 目標 目標 目標

売上高 百万円 177 160 250 255

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 8,400 8,300 8,300

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 52.50 33.20 32.55

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 23,500 23,400 23,400

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 146.88 93.60 91.76

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 0 0 0

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 0.00 0.00 0.00

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 0 0 0

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.00 0.00 0.00

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,500 6,400 6,400

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 40.63 25.60 25.10

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 83,550 83,007 83,007

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 528.13 332.03 325.52

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 78 42 41 41

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.44 0.16 0.16

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 500 495 495

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 3.13 1.98 1.94

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 700.0 690.0 690.0

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 4.38 2.76 2.71

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 99.14 98 98 98

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(10件/10件） 100 100 100

環境美化活動 総量 （回） 15 15 15 15
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5 環境経営計画 （2022年度）

期間：2022年7月　～　2023年6月

項目 活動内容 担当者 期間

ＣＯ2 排出量 電力使用量 空調の適温化　（夏　冷房26℃　冬　暖房20℃） 筒井・現場責任者 夏季・冬季

削減 削減 事務所不在時、昼休み、退社時に消灯を徹底する 筒井・現場責任者 通年

残業時には、照明の点灯は最小限とどめる 筒井・現場責任者 〃

事務所の省エネ化（事務室の統合） 筒井・現場責任者 〃

照明器具のLED化及び室外はセンサー付きLEDに交換 筒井 〃

軽油の削減 重機の適正な整備の実施 現場責任者 工事中

〃 必要時

待機時におけるエンジンの停止処置の実施 〃 工事中

〃 〃

化石燃料使用量 ＬＰガスの不使用 筒井・現場責任者 通年

削減 自動車の急発進、急加速、空ぶかしの禁止 〃 〃

駐停車中のエンジン停止 〃 〃

タイヤ空気圧を２カ月1回確認し適正値に保つように努める 〃 〃

定期点検整備の実施 〃 必要時

車両は乗り合せて現場に行くように努める 〃 通年

事務所のオール電化 現場責任者

廃棄物削減 一般廃棄物 両面印刷に努める 筒井・現場責任者 通年

使用済み用紙の裏面利用の促進 〃 〃

ミスプリント用紙の回収に努める 〃 〃

段ボール等を再生業者に出す 〃 〃

ゴミになる物の持ち込みを抑制する 〃 〃

ゴミ回収ボックスを適正に配置し、分別を適正に行い資源化する 〃 〃

廃棄物削減 産業廃棄物 土木コンクリー塊、汚泥、残土等の建設副産物の削減再利用に 現場責任者 工事中

努める

支障木を廃棄物として出さず再利用する 〃 工事中

幹は柵工等の材料として根株は山林に戻し立木の養分とするよう 〃 〃

に努める

必要以上に切面を増やさないように努める 〃 工事中

用水使用量削減 浄化槽の設置及び毎月の漏水点検 筒井・大原 通年

（排水量削減）

グリーン購入 資材の購入 現場責任者 通年

環境負荷の少ない工事の実施 各現場ごとにCO2排出対策を考え記録に残すように努める 現場責任者 工事中

１）支障木の再利用

２）木造現場事務所の設置

３）低騒音・排気対策型重機の使用

４）型枠・工事看板への間伐材の使用

５)汚濁水を排出しない様努める

Ｊ－ＶＥＲ　ＣＯ２　購入 カーボンオフセットの購入 環境管理責任者 必要時

掘削・積込時に重機のエンジンに負荷を掛けない運転を実施する
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排気ガス、騒音のレベルを抑える為、重機等修理時に

合わせ適正な整備を実施する



具体的な取組状況

１．課題をチャンスに

・目標達成に向けて

・幹部会 上半期の取組実績から期末に向けてを協議
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2．地域社会貢献活動

・交通安全0日に

・地域の皆さんと清掃活動

・いの町の一斉清掃日
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3．緊急事態訓練

消防署より火災時の対応をレクチャー

・治山工事現場にて、地域の自主防災組織との火災対応訓練
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6．環境管理組織体制

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全社員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

幹部会 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

現場責任者 ・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、幹部会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を承認

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

倉庫・資材置場

担当者 本社担当者

役割・責任・権限

社長 塩見清守

担当者 大原　正亀

幹部会

本社

社長 塩見清守

工事部
現場責任者



7．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（環境関係法規）

点検頻度

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務 必要時 現場主任者 遵守 2023.6.30

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理 必要時 現場主任者 遵守 2023.6.30

産業廃棄物の委託契約

第１２条の 多量排出事業者（年間１，０００ｔ以上） 必要時 大原　正亀 該当工事なし 2023.6.30

１０、１１項 の計画の都道府県知事への提出・報告

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 廃棄物排出時 現場主任者 遵守 随時

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回 大原　正亀 遵守 2023.6.30

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 毎年６月末

第１４条 産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の許可 期限切れ 大原　正亀 期限2024.1.21 2023.6.30

（５年毎に更新） ３ケ月前

第１４条の一 産業廃棄物処理基準による収集運搬、処分

１２項

規則第８条 ○保管場所の表示 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

見易い箇所に掲示板を設置

（縦６０ｃｍ以上×横６０ｃｍ以上）

資源の有効な利用の促進に 第４条 土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン 必要時 現場主任者 遵守 2023.6.30

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル

（資源有効利用促進法）

建設工事に係る資材の再資源化 第５条 〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び 必要時 現場主任者 該当工事なし 2022.6.30

等に関する法律 建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

（建設リサイクル法） 〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建

設資材を使用する努力

第９条 〇分別解体等の実施 必要時 現場主任者 遵守 2023.6.30

第１０条 　解体：床面積８０ｍ2 以上

　新築・増築：床面積５００ｍ2 以上

〇対象建設工事は７日前までに知事に届出

騒音規制法 第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

（建設作業開始７日前までにいの町長に届出）

振動規制法 第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

（建設作業開始７日前までにいの町長に届出）

大気汚染防止法 第１８条 ○解体等工事受注者は、石綿使用の有無（全て 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

（解体工事） の１５ の石綿含有建材）について事前に調査し、発注

者へ調査結果を書面で説明する。

第１８条 ○特定粉じん作業開始の１４日前までに

の１７ 県知事に届出

解体工事：床面積８０ｍ2 以上

建築物改造：請負代金　１００万円以上

第１８条 ○特定工事の元請け業者若しくは下請け業者は

の２０ 特定粉じん排出作業において作業基準を遵守

第１８条 ○元請業者の下請に対する粉じん排出作業を

の２２ 適切に行うよう指導

第１８条 ○特定粉じん作業完了後、結果を遅滞なく

の２３ 発注者に書面で報告と記録の作成保管

労働安全衛生法 第８８条 ○解体工事の工事計画書を労働基準監督署長 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

（解体工事） 宛に提出（着工１４日前までに）

石綿則第５条 ○建築物解体等作業届を労働基準監督署長 必要時
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宛に提出（作業前）

消防法 第１０条 ○指定数量以上の危険物貯蔵の消防長 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

への許可

第１石油類 ｶﾞｿﾘﾝ：200ℓ

第２石油類 灯油、軽油：1,000ℓ

第３石油類 重油：2,000ℓ

第４石油類 潤滑油：6,000ℓ

ｷﾞﾔ油、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾏｼﾝ油

第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

フロン類の使用の合理化及び 第５条 ○定期点検の実施 大原　正亀 遵守 2023.6.30

管理の適正化に関する法律 エアコン：7.5kW以上50kW未満 １回／３年

（フロン排出抑制法） エアコン：50kW以上 １回／年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

○エアコンの簡易点検 １回／３ケ月

第４１条 第一種特定製品産廃等実施者の引き渡し義務 必要時 該当工事なし 2023.6.30

第４２条 特定解体工事の元請業者の確認と説明

第４３条 第一種特定製品の産廃等実施者による書面の交付等

浄化槽法 第５条 ○浄化槽の設置の届出 着工２１日前 大原　正亀 遵守 2023.6.30

第１０条 ○年6回の浄化槽の保守点検、清掃実施 年１回

第１１条 ○年１回の水質検査実施 法定検査 2022.12.22

第２２条 造成、土地の開墾、土石砂利の採取の届出 必要時 現場主任者 該当工事なし 2023.6.30

高知県環境基本条例 第6条 事業活動に関し、環境への負荷の低減を図ると 随時 現場主任者 遵守 2023.6.30

ともに、環境保全及び創造に努める

（2）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

2022年7月より2023年6月まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等はありませんでした。

いの町仁淀川の清流保存に関する
条例
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8 環境経営目標の実績

（１）本年度実績

基準年 2022年度 2022年度 実績値／目標値 評価

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 ２０１９年度 目標 実績 （％）

2019.7-2020.6 2022.7-2023.6 2022.7-2023.6

売上高 百万円 177 160 278

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 8,400 10,728 127.71 ×

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 52.50 38.59 73.50 〇

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 23,500 17,817 75.82 〇

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 146.88 64.09 43.63 〇

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 0 0 - -

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 0.00 0.00 - -

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 0 0 - -

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.00 0.00 - -

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,500 7,567 116.42 ×

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 40.63 27.22 67.00 〇

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 83,550 74,851.16 89.59 〇

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 528.13 269.25 50.98 〇

水使用量 総量 （ｍ
3
 ） 78 42 67 159.52 ×

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.44 0.24 54.77 〇

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 500 596 119.10 ×

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 3.13 2.14 68.55 〇

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 700.0 215.7 30.81 〇

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 4.38 0.78 17.73 〇

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 99.14 98 98.8 100.82 〇

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(10件/10件) 100 100 100.00 〇

環境美化活動 総量 （回） 15 15 19 126.67 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（2020年度実績）

　　令和２年１月７日公表の四国電力の調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．環境負荷の少ない工事

       〇支障木の再利用        〇型枠・工事看板への間伐材の使用

　　　 〇木造現場事務所の設置        〇汚濁水を排出しない様努める

　　　 〇低騒音・排気対策型重機の使用

＊３．評価は、「○」、「△」、「×」で評価する。

環境負荷の少ない工事＝環境負荷の少ない工事件数（件）÷該当する総工事件数（件）

該当する工事の基準は、請負額300万円以上の工事 2019年度　総工事件数　10件 該当工事件数　10件

2022年度　総工事件数　10件 該当工事件数　10件

＜環境経営目標未達成等理由＞

ガソリン使用量　　　：除雪・倒木処理等道路維持管理業務の増に伴い、現場移動や運搬等車両使用頻度が増えたため

電力使用量　　　　　：従業員増に伴う事務機器や猛暑・厳冬の長期化によって空調設備の使用が増えたため

水使用量　　　　　　：従業員増による使用量増

一般廃棄物排出量　　：従業員増によって可燃ゴミ等の発生量が増えた
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＜過去の実績＞

項目 総量・原単位 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

実績（基準年） 実績 実績 実績 実績

売上高 百万円 177 154 127 278

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 7,949 8,223 10,728

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 51.62 64.75 38.59 #DIV/0!

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 14,019 14,573 17,817

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 91.03 114.75 64.09 #DIV/0!

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 315 0 0

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 2.05 0.00 0.00 #DIV/0!

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 3 0 0

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.02 0.00 0.00 #DIV/0!

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,461 4,566 7,567

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 41.95 35.95 27.22 #DIV/0!

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 58,814 59,088 74,851.16

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 381.91 465.26 269.25 #DIV/0!

用水使用量 総量 （ｍ
3
 ） 78 60 42 67

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.39 0.33 0.24 #DIV/0!

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 491 506 596

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 3.19 3.98 2.14 #DIV/0!

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 412.1 35.4 215.7

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 2.68 0.28 0.78 #DIV/0!

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 99.14 98.1 78.3 98.8

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(10件/10件) 100 100 96

環境美化活動 総量 （回） 15 10 15 19
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　燃料使用量（総量：ガソリン、軽油、灯油） 　燃料使用量（原単位：ガソリン、軽油、灯油）
単位：ℓ／年 単位：ℓ／百万円

年度 ガソリン 軽油 灯油 年度 ガソリン 軽油 灯油

（ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円）

２０１９年度 8,752 24,534 336 ２０１９年度 49.45 138.61 1.90

２０２０年度 7,949 14,019 315 ２０２０年度 51.62 91.03 2.05

２０２１年度 8,223 14,573 0 ２０２１年度 64.75 114.75 0.00

２０２２年度 10,728 17,817 0 ２０２２年度 38.59 64.09 0.00

２０２３年度 ２０２３年度

電力使用量（総量：ｋＷｈ／年） 電力使用量（原単位：ｋＷｈ／百万円）

年度 電力使用量 年度 電力使用量

（ｋＷｈ／年） （ｋＷｈ／百万円）

２０１９年度 6,938 ２０１９年度 39.20

２０２０年度 6,461 ２０２０年度 41.95

２０２１年度 4,566 ２０２１年度 35.95

２０２２年度 7,567 ２０２２年度 27.22

２０２３年度 ２０２３年度
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ＣＯ2 排出量（総量：（ｋｇ－ＣＯ2） ＣＯ2 排出量（原単位：ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

年度 ＣＯ2 排出量 年度 ＣＯ2 排出量

（ｋｇ－ＣＯ2 ）
（ｋｇ－ＣＯ2/百万

円）

２０１９年度 88,119 ２０１９年度 497.85

２０２０年度 58,814 ２０２０年度 381.91

２０２１年度 59,088 ２０２１年度 465.26

２０２２年度 74,851 ２０２２年度 269.25

２０２３年度 ２０２３年度

用水使用量(総量：ｍ3） 用水使用量(原単位：ｍ3/百万円）

年度 用水使用量 年度 用水使用量

（ｍ3 ） （ｍ3/百万円 ）

２０１９年度 78 ２０１９年度 0.44

２０２０年度 60 ２０２０年度 0.39

２０２１年度 42 ２０２１年度 0.33

２０２２年度 67 ２０２２年度 0.24

２０２３年度 ２０２３年度
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廃棄物排出量（総量：一般廃棄物、産業廃棄物） 廃棄物排出量（原単位：一般廃棄物、産業廃棄物）
単位：一般廃棄物　ｋｇ／年 単位：一般廃棄物　ｋｇ／百万円
単位：産業廃棄物　ｔ／年 単位：産業廃棄物　ｔ／百万円

年度 一般廃棄物 産業廃棄物 年度 一般廃棄物 産業廃棄物

ｋｇ／年 ｔ／年 ｋｇ／百万円 ｔ／百万円

２０１９年度 558 717.9 ２０１９年度 3.15 4.06

２０２０年度 491 412.1 ２０２０年度 3.19 2.68

２０２１年度 506 35.4 ２０２１年度 3.98 0.28

２０２２年度 596 215.7 ２０２２年度 2.14 0.78

２０２３年度 ２０２３年度

産業廃棄物再資源化率（％）

年度 産業廃棄物

再資源化率

（％）

２０１９年度 99.14

２０２０年度 98.10

２０２１年度 78.30

２０２２年度 98.80

２０２３年度

グリーン購入（％）

年度 グリーン購入

（％）

２０２０年度

２０２１年度

２０２２年度

２０２３年度

２０２４年度
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環境負荷の少ない工事（％）

年度 環境負荷の

少ない工事

（％）

２０１９年度 100

２０２０年度 100

２０２１年度 100

２０２２年度 100

２０２３年度

環境美化活動（回）

年度 環境美化活動

（回）

２０１９年度 15

２０２０年度 10

２０２１年度 15

２０２２年度 19

２０２３年度
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9．環境経営計画の取組結果とその評価

期間：　　2022年　7月　～2023年　6月

（事務所）

項目 活動内容

ＣＯ2 排出量 電力使用量 空調の適温化　（夏　冷房26℃　冬　暖房20℃）

削減 削減 事務所不在時、昼休み、退社時に消灯を徹底する

残業時には、照明の点灯は最小限とどめる

不在時のパソコン等事務機器主電源の主電気を切った

化石燃料使用量ＬＰガスの不使用

削減 自動車の急発進、急加速、空ぶかしの禁止

駐停車中のエンジン停止

タイヤ空気圧を２カ月1回確認し適正値に保つように努める

定期点検整備の実施

車両は乗り合せて現場に行くように努める

廃棄物削減 一般廃棄物 両面印刷に努める

使用済み用紙の裏面利用の促進

ミスプリント用紙の回収に努める

段ボール等を再生業者に出す

ゴミになる物の持ち込みを抑制する

ゴミ回収ボックスを適正に配置し、分別を適正に行い資源化する

用水使用量削減 浄化槽の設置及び毎月の漏水点検

（排水量削減）

グリーン購入 再生コピー用紙の積極的な購入

エコマーク選定文具の積極的な購入

Ｊ－ＶＥＲ　ＣＯ２　購入 カーボンオフセットの購入

計画とおり実施した。車両関係について
は、隣接の自動車事業所に依頼した。

大半の従業員が自主的に取り組んでい
る。

現状を継続する。

計画とおり実施していた。ただ若干の従業員
に飲食後容器等の分別が出来ていない時が
あった。

保温ポットの適正温度

高知県から7ｔ-ＣＯ２分のJ-VERを購入
（R4.12.13）

特に問題点なし 現状の取組を継続する

取組については、おおむね良と評価でき
る。
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取組結果 評価 見直し

概ね実施している。ただ猛暑・極寒の日が
多々あり、設定温度を緩和の時があった

活動については、各自取り組んでいた
現状を維持するとともに、今後は、機会ある
度
に使用量削減に繋がる器具に変更する。

飲食後の容器の処理について、洗浄・分別
を徹底するため、朝礼で注意喚するととも
に、、啓発用の注意書きを張り出した。

実施した。ただ従業員増により使用量は増えた。特に問題点なし 現状の取組を継続する

概ね実施している。
緊急調達や購入価格差がある場合には、
対応できないこともあるが、積極使用を進
める。

現状の取組を継続する。



9．環境活動計画の取組結果とその評価

期間：　　2022年　7月　～2023年　6月

（建設現場）

項目 活動内容

ＣＯ2 排出量 電力使用量 事務所不在時、昼休み、退社時に消灯を徹底する

削減 削減 不在時のパソコン、プリンター等の主電源を切る

軽油の削減 重機の適正な整備の実施

待機時におけるエンジンの停止処置の実施

化石燃料使用量 自動車の急発進、急加速、空ぶかしの禁止

削減 駐停車中のエンジン停止

タイヤ空気圧を２カ月１回確認し適正値に保つように努める

定期点検整備の実施

車両は乗り合せて現場に行くように努める

溶接機、発電機の作業間のエンジン停止

廃棄物削減 産業廃棄物 土木コンクリー塊、汚泥、残土等の建設副産物の削減

再利用に努める

支障木を廃棄物として出さず再利用する

幹は柵工等の材料として根株は山林に戻し立木の養分

とするように努める

必要以上に切面を増やさないように努める

グリーン購入 資材の購入

各現場ごとにCO2排出対策を考え記録に残すように努める

１）支障木の再利用

２）木造現場事務所の設置

３）低騒音・排気対策型重機の使用

４）型枠・工事看板への間伐材の使用

５)汚濁水を排出しない様努める

現状の取組を継続する
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実施している 周知のとおり実施されていた

取組結果 評価 見直し

実施している 。また、燃費の悪い車両１台を
売却し、新たに軽燃費のトラック2台のリース
契約した

周知のとおり実施されていた 現状の取組を継続する
排気ガス、騒音のレベルを抑える為、重機等修理時に

合わせ適正な整備を実施する

概ね実施されている。なお、今期から隣
接の自動車業者と空気圧、オイル交換等
の簡易な維持管理契約を委託した

現場主任者が率先垂範して取り組んで
いた

現状の取組を継続する。

対象工事については、実施した
発注者と協議し、可能な範囲で廃棄物の
削減に努めている

現状の取組を継続する

再生砕石を購入している
発注者と協議し、再利用資材の使用に努
めている

さらに、再生資源の利用を進める

環境負荷の少ない工事の実施

対象工事については、実施した 特に問題なし 現状の取組を継続する



10．次年度の取組内容

（１）環境経営目標
（2023年度）

（１）単年度目標

基準年 2023年度

　　　　　　　項目 総量・原単位 単位 ２０１９年度 目標

2019.7-2020.6 2023.7-2024.6

売上高 百万円 177 250

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 8,300

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 33.20

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 23,400

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 93.60

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 0

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 0.00

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 0

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.00

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,400

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 25.60

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 83,007

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 332.03

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 78 41

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.16

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 495

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 1.98

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 690.0

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 2.76

産業廃棄物再資源化率　 総量 （％） 99.14 98

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(10件/10件） 100

環境美化活動 総量 （件） 15 15

＊１．電力のＣＯ2　発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（2019年度以降実績）

　　令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．環境負荷の少ない工事

       〇支障木の再利用

　　　 〇木造現場事務所の設置

　　　 〇低騒音・排気対策型重機の使用

       〇型枠・工事看板への間伐材の使用

       〇汚濁水を排出しない様努める

　　　環境負荷の少ない工事＝環境負荷の少ない工事件数（件）÷該当する総工事件数（件）

　　　該当する工事の基準は、請負額300万円以上の工事
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（２）中長期目標

項目 総量・原単位 単位 ２０１９年度 2023年度 2024年度 2025年度

実績（基準年） 目標 目標 目標

売上高 百万円 177 250 255 255

燃料使用量

　ガソリン使用量 総量 （ℓ） 8,752 8,300 8,300 8,200

原単位 （ℓ/百万円） 49.45 33.20 32.55 32.16

　軽油使用量 総量 （ℓ） 24,534 23,400 23,400 23,300

原単位 （ℓ/百万円） 138.61 93.60 91.76 91.37

　灯油使用量 総量 （ℓ） 336 0 0 0

原単位 （ℓ/百万円） 1.90 0.00 0.00 0.00

　ＬＰＧ使用量 総量 （ｋｇ） 4 0 0 0

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.02 0.00 0.00 0.00

電力使用量 総量 （ｋＷｈ） 6,938 6,400 6,400 6,350

原単位 （ｋＷｈ/百万円） 39.20 25.60 25.10 24.90

ＣＯ2 排出量 総量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 88,119 83,007 83,007 82,491

原単位 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円） 497.85 332.03 325.52 323.49

用水使用量 総量 （ｍ3 ） 78 41 41 40

原単位 （ｍ3/百万円 ） 0.44 0.16 0.16 0.16

一般廃棄物排出量 総量 （ｋｇ） 558 495 490 490

原単位 （ｋｇ/百万円） 3.15 1.98 1.92 1.92

産業廃棄物排出量 総量 （ｔ） 717.9 690.0 680.0 670.0

原単位 （ｔ/百万円） 4.06 2.76 2.67 2.63

産業廃棄物再資源化率 総量 （％） 99.14 98 98 98

環境負荷の少ない工事 総量 （％） 100(45件/45件） 100 100 100

環境美化活動 総量 （件） 15 15 15 15
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10．次年度の取組内容

（２）環境経営計画 （２０２３年度）

期間：2023年7月　～　2024年6月

項目 活動内容 担当者 期間

ＣＯ2 排出量 電力使用量 空調の適温化　（夏　冷房26℃　冬　暖房20℃） 筒井・現場責任者 夏季・冬季

削減 削減 事務所不在時、昼休み、退社時に消灯を徹底する 筒井・現場責任者 通年

残業時には、照明の点灯は最小限とどめる 筒井・現場責任者 〃

不在時のパソコン、プリンター等の主電源をきる 筒井・現場責任者 〃

保温ポットの温度適正化 筒井 〃

軽油の削減 極力低燃費重機を使用する 現場責任者 工事中

〃 必要時

待機時におけるエンジンの停止処置の実施 〃 工事中

〃 〃

化石燃料使用量 自動車の急発進、急加速、空ぶかしの禁止 筒井・現場責任者 通年

削減 駐停車中のエンジン停止 〃 〃

タイヤ空気圧を２カ月1回確認し適正値に保つように努める 〃 〃

定期点検整備の実施 〃 〃

車両は乗り合せて現場に行くように努める 〃 必要時

溶接機、発電機の作業間のエンジン停止 〃 通年

現場責任者

廃棄物削減 一般廃棄物 両面印刷に努める 筒井・現場責任者 通年

使用済み用紙の裏面利用の促進 〃 〃

ミスプリント用紙の回収に努める 〃 〃

段ボール等を再生業者に出す 〃 〃

ゴミになる物の持ち込みを抑制する 〃 〃

ゴミ回収ボックスを適正に配置し、分別を適正に行い資源化する 〃 〃

廃棄物削減 産業廃棄物 土木コンクリー塊、汚泥、残土等の建設副産物の削減に努める 現場責任者 工事中

支障木を可能な限り廃棄物として出さず薪等に再利用する 〃 工事中

幹は柵工等の材料として根株は山林に戻し立木の養分とするよう 〃 〃

に努める

必要以上に切面を増やさないように努める 〃 工事中

用水使用量削減 毎月1回定期的に漏水を点検する 筒井・大原 通年

（排水量削減）

グリーン購入 資材の購入 現場責任者 通年

環境負荷の少ない工事の実施 各現場ごとにCO2排出対策を考え記録に残すように努める 現場責任者 工事中

１）支障木の再利用

２）木造現場事務所の設置

３）低騒音・排気対策型重機の使用

４）型枠・工事看板への間伐材の使用

５)汚濁水を排出しない様努める

Ｊ－ＶＥＲ　ＣＯ２　購入 カーボンオフセットの購入 環境管理責任者 必要時

排気ガス、騒音のレベルを抑える為、重機等修理時に

合わせ適正な整備を実施する

掘削・積込時に重機のエンジンに負荷を掛けない運転を実施する
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代表者

11 代表者による全体評価と見直しの結果

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 ■無

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

③前回までの代表者の指示事項への対応

飲料後の空缶やペットボトルの確実な洗浄、分別の実施徹底を朝礼等集会の際に行った。

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制】

変更の必要性： □有 ■無

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

目標項目 目標値 経営計画 コメント

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント）

ガソリン使用量 × 〇 目標、計画を継続する

軽油使用量 〇 〇 目標、計画を継続する

電力使用量 × 〇 目標、計画を継続する

CO2使用量 〇 〇 目標、計画を継続する

用水使用量 × 〇 目標、計画を継続する

一般廃棄物排出量 × 〇 目標、計画を継続する 【その他】

産業廃棄物再資源化率 〇 〇 目標、計画を継続する 変更の必要性： □有 ■無

環境負荷の少ない工事 〇 〇 目標、計画を継続する エコアクション２１はシステムとして有効に機能している。

環境美化運動 〇 〇 目標、計画を継続する

〈改善提案〉

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

【総括】（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

・環境経営目標については、大概の項目で達成できている。

②環境関連法規制等の動向他

当社における、環境関連法規の改定の対象となるもにはありませんでした。

・緊急事態対応訓練に先立ち、消防署より専門的なレクチャーを受け

＜改善提案＞ た。今後も随所に関係機関と連携し、取組の実効性を高めたい。

代表者が自ら得た情報

クションへの一層の取組が求められている。
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2022年7月1日より2023年6月30日まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部
からの苦情・要望等はありませんでした。

2022年7月1日より2023年6月30日まで、問題点の是正処置及び予防措置となる
ものはありませんでした。

2022年7月1日より2023年6月30日まで、外部からの苦情・要望はありませんでした。

環境経営計画については、取組はできている。法遵守についても違

反はなく、外部からの苦情要望はなく、問題ない。

・令和５年２月１４日高知県のSDGS推進企業の登録を得て、エコア


